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動物による植物・菌類利用と半栽培
2005 年 1 月 29 日

栽培植物は、人間の営為のたまものである。採集されていた野生植物がどのように人の手のひらの中

に入ってきて、生活の伴侶となっていったのかは、人類学・生態学・遺伝学・植物学の永遠のテーマの

ひとつである。最近、ヒト以外の動物で、植物や菌類の興味深い利用様式が発見され、それらの一部は

半栽培と言ってもよい段階に到達していることが明らかになってきた。今回の例会では、ヒトと栽培植

物の関係を考えるヒントにもなるであろう、そのような動物たちとそれらが利用する植物・菌類との栽

培共生について独創的な研究をしている 3人の若手に話題提供をいただいた。

まず本例会の口火を切って、畑啓生さん（京都大学大学院人間・環境学研究科）に「サンゴ礁の中の畑

――スズメダイが営む藻園」という題で講演をいただいた。沖縄のサンゴ礁に生息するクロソラスズメ

ダイは藻食性でなわばりを張っているが、そのなわばりの中にだけある種のイトグサ属の糸状藻類が芝

生状に生えるという。このような藻園は、その藻園に侵入しようとする藻食者の強力な排除と、イトグ

サの生育を脅かす害藻の除藻に代表される、クロソラスズメダイの藻園管理行動によって維持されてい

るという。また、スズメダイ科には他にも藻園を維持する多くの種がいるが、その中には、クロソラス

ズメダイのように、一種の藻類からなる単作の藻園の集約的管理するものから、多数の藻類が混じる混

作藻園を粗放的管理するものまで、多様であるという。巧妙に計画された野外実験と精力的な潜水調査

を伴なうこの一連の研究は、ヒト以外でも栽培共生が確かに進化していることを示して説得力があった。

二番目に、松浦健二さん（岡山大学大学院農学研究科）による「昆虫と菌類の新たな関係――シロアリ

の卵に擬態する菌核菌」という話題提供があった。シロアリは社会性昆虫として知られているが、その

生活については意外なほどよく知られていない。松浦さんは、シロアリの血縁認識や単為生殖の進化に

ついて画期的な発見をいくつもしてきたが、今回はシロアリの巣内に生育する菌類との共進化について

報告していただいた。シロアリのワーカーは、女王が産んだ卵を巣の中に積み上げて、そこで一元的に

殺菌処理などの衛生管理をするが、その卵の中に、卵そっくりの「玉」が見つかる。これに着目した松

浦さんは、さまざまな実験や解析を行い、この「玉」が実はシロアリの巣内に共存する菌類の菌核であ

り、サイズ的にも、形状的にも、化学的にも、この菌核がシロアリの卵に擬態したものであることを明

らかにした。この菌核菌は、シロアリの管理が十分でないと卵を食べてしまうが、一方で、シロアリ卵

の他の寄生菌に対する拮抗作用があり、共生的な側面も持つ。シロアリやアリの中には、木材を分解す

る菌類を積極的に栽培する種が知られているが、そのような従来の栽培共生とは異なる新しい系の紹介

に、会場は興奮に満たされた。

最後に、山越言さん（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）に「サルはなぜ栽培をしない



�

のか――霊長類における『ニッチ構築』を考える」という題で講演をいただいた。山越さんがまず強調

したのは、人間の栽培がいかに最近になって起源したのか、ましてやサルでは栽培はもちろん、半栽培

ですらほとんど見られないということである。ギニアのボッソウではチンパンジーの研究が続けられて

きたが、そこではチンパンジーが道具（台石とそこに打ちおろす石）を使って堅いアブラヤシの実を割る

行動が知られていた。山越さんはさらに、アブラヤシの葉軸を引き抜き、それを芯の中に何度も打ちお

ろすという行動（杵つき行動）によって、その芯を食べることが可能になることを発見し、道具の使用

が、それまで利用できなかった植物資源の利用を可能にすることを明らかにした。また、イチジク類は

チンパンジーがもっともよく利用する果実であるが、樹上に付いたチンパンジーの糞からその種が発芽

することによって、イチジク類（絞め殺し木）が定着することをも観察している。採食活動がこのように、

利用している植物の繁殖を助けることは、半栽培に続くひとつの過程と見ることができるかもしれない

という。しかし、人間による「栽培」が火の発見や石器の使用などよりもはるかに後になってから進化

したことを考えあわせると、「栽培」という行動はヒト以外の動物にとっては絶望的に難易度の高い行

動であることを強調された。

これらの講演を受けて、曽田貞滋さん（京都大学大学院理学研究科）から、栽培という行動が進化する

ための生態学的条件についての指摘があった。さらに総合討論を通して、人間による栽培はたしかにき

わめて特殊で高度な行動であり文化でさえあるが、動物の中にも植物や菌類を少なくとも半栽培する例

が発見されてきており、植物や菌類とそれを利用する動物との栽培共生の進化はきわめて魅力的なテー

マであることが浮かびあがってきた。
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